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世界大会に大阪から５００名の代表団を 

「核兵器全面禁止のアピール」署名 
（２０１４年６月２９日現在） 大阪１００万署名めざして 

５９万３２５６筆 

  

 

 

 

「
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
後
追
い

決
議
」
を
提
案
。
核
兵
器
禁
止

条
約
の
交
渉
開
始
を
主
張
し

ま
し
た
。 

 

オ
ー
ス
ト
リ
ア
軍
縮
大
使

も
出
席
し
ま
す
。
「
第
三
回
核

兵
器
の
人
道
性
に
関
す
る
国

際
会
議
」
を
今
年
の
十
二
月
に 

ウ
イ
ー
ン
で
開
催
し
ま
す
。
核

兵
器
の
非
人
道
性
を
訴
え
、
核

兵
器
保
有
国
に
核
兵
器
廃
絶

を
迫
る
も
の
で
す
。
世
界
大
会

で
も
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ 

ら
も
友
人
で 

 

 

 

２
０
１
５
Ｎ
Ｐ
Ｔ
に
向
け
て 

☆盛り上がった今年の国民平和大行進大阪府内各コース 

た
。
今
年
初
め
て
取
り
組

ま
れ
た
「
国
際
青
年
リ
レ

ー
」
と
し
て
大
阪
を
行
進

し
た
の
は
、
マ
ラ
ヤ
・
フ

ア
ブ
ロ
ス
さ
ん
（
非
核
フ

イ
リ
ピ
ン
連
合
）
ニ
ー
ニ

ョ
・
デ
シ
エ
ル
ト
さ
ん

（
ミ
ン
ダ
ナ
オ
民
族
平

和
運
動
）
の
二
名
。
全
国

七
名
の
海
外
・
日
本
青
年

で
東
京
～
広
島
ま
で
リ

レ
ー
で
つ
な
ぐ
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

各
コ
ー
ス
で
は
二
人
が

紹
介
さ
れ
る
と
、
大
き
な

連
帯
の
拍
手
が
送
ら
れ
、

デ
シ
エ
ル
ト
さ
ん
の
歌 

７月１６日午後５時半ＪＲ天王寺 

 

 

大阪１００万署名推進行動 

大
き
な
話
題
呼
ん
で
い
る 

 
 
 
 

今
年
の
世
界
大
会 

  

今
年
の
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
は
大
き
な
話
題
を
呼
ん

で
お
り
、
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
国
連
第
一
委
員

会
上
級
代
表
、
ア
ン
ゲ
ラ
・

ケ
イ
ン
さ
ん
が
参
加
予
定
で

す
。「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア

ピ
ー
ル
署
名
」
三
百
七
十
二

万
筆
を
提
出
し
て
い
る
日
本

の
原
水
爆
禁
止
運
動
を
高
く 

評
価
。
こ
の
四
月
に
始
ま
っ
た

２
０
１
５
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第
三
回
準

備
委
員
会
で
の
日
本
訪
問
団

に
も
「
署
名
を
も
っ
と
集
め
て

く
だ
さ
い
」
と
期
待
を
表
明
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

次
に
大
き
な
話
題
と
な
っ

て
い
る
の
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
連
大
使
の
参
加
で
す
。
昨
年

九
月
国
連
史
上
初
の
「
核
兵
器

に
関
す
る
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
」

が
開
か
れ
、
そ
の
後
の
国
連
総

会
で
非
同
盟
諸
国
を
代
表
し
、 

れ
て
い
ま
す
。 

 

国
民
平
和
大
行
進
で 

 

世
界
大
会
参
加
訴
え
る 

  

今
年
の
国
民
平
和
大
行
進 

・
府
内
コ
ー
ス
は
六
月
三
十

日
か
ら
七
月
七
日
ま
で
二
十

三
コ
ー
ス
で
展
開
さ
れ
、
約

五
千
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
の
「
集
団
的
自
衛

権
行
使
の
閣
議
決
定
」
へ
の

怒
り
と
今
年
の
世
界
大
会
へ

の
期
待
と
で
、
例
年
よ
り
各

コ
ー
ス
と
も
参
加
者
が
多
く 

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
国
民

平
和
大
行
進
と
な
り
ま
し

た
。 

「
イ
マ
ジ
ン
」

に
は
、
大
き
な

声
援
と
喝
采

が
送
ら
れ
ま

し
た
。 

淀
川
コ
ー

ス
で
は
、
「
西

淀
川
原
水
協

で
は
、
広
島
に

バ
ス
を
用
意
、

四
十
名
以
上

の
参
加
者
で

行
き
ま
す
」
の

決
意
表
明
で
、

参
加
者
を
励

し
ま
し
た
。 

☆２０１３年長崎大会で決意表明する大阪代表団 
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５７年の歴史、今年も国民平和大行進熱く歩く！ 

 

 

○東京～広島１０００キロ歩く「鉄人たち」 

東京夢の島を出発したのが５月６日。６０日かけて大

阪にはいりました。全国通し行進者のみなさん、田中

薫さん（大阪・堺市教組）、竹田昭彦さん（平和遺族会）

五十嵐成臣さん（ＪＭＩＵ）。真っ黒に日焼けした顔に

も自信に満ちた笑顔が光ります。７月３日、堺市教職

員組合で「田中 薫さんお帰りなさい」歓迎集会が開

かれました。「東京を出発して一番の目標は、まず堺に

戻ることでした。ここまでこれたのですから、広島に

は行く自信があります」の挨拶に、大きな拍手が。 

○今年の国民平和大行進を盛り上げてくれたのは、

初来日のニーニョ・デシエルトさん。もちろん国民

平和大行進も初めての体験です。ミンダナオ民族平

和運動の若きリーダーです。ミンダナオ島で政府の

自然資源や教育などのあらゆる分野への民営化と

アメリカとの基地使用協定反対の運動を取り組ん

でいます。音楽が得意で、連帯の意味をこめて「イ

マジン」を熱唱。最後の川西市での大阪のみなさん

との別れの「イマジン」は、涙ながらの熱唱でした。 

ニーニョ、また会いましょう！ 
 

 

○被爆者の方の奮闘ぶりが際立った国民平和大行進で

した。寝屋川原爆被害者の会の松山五郎さん（８４歳）

は、守口市から枚方市まで二本の杖を使いながら、行進

されました。７月６日、茨木市役所前の出発集会で挨拶

されたのは、茨木原爆被害者の会会長・岩本賢三さん。 

「私たちは、核兵器の非人道性を一番よく知っていま

す。核兵器廃絶の先頭にたつべき日本がアメリカと一緒

に戦争をしようとしている時、じっとはしてはおれませ

ん。わたしたちの一番の願いであります核兵器廃絶まで

がんばります」と力強く訴えられ、行進参加者を大きく

励ましました。 

２００キロ８日間を歩いた１２名の「偉大な仲間」です～府内通し行進～ 
○北川恒雄さん（安保破棄大阪実行委員会）○大島 守さん（旭区平和委員会・平和遺族会） 

○橋本啓修さん（大阪国公退職者会）○馬場忠雄さん（大阪国公革新懇）○稲内一夫さん（府職労退職者会） 

○田村真理さん（関西共同印刷労組）○青山一見さん（ＪＭＩＵダイキン支部）○麻野京子さん（新婦人藤井

寺支部）○東野明治さん（大阪労連北河内地区協）○小豆島正典さん（日本ベトナム協会大阪府連）○土井禎

志さん（けいはん医療生協）○岩田幸雄さん（大阪原水協） 

さん（けいはん医療生協）○岩田幸雄さん（大阪原水協） 

☆田中さん（右）竹田さん（中央）五十嵐さん（左） 

☆初来日のニーニョ・デシエルトさん（左から二人目） 

☆茨木原爆被害者の会・岩本賢三会長 
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